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平
成
26
年

第
３
回
定
例
会

　

会
期
は
９
月
５
日
か
ら
30
日
ま
で
の
26
日
間
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

初
日
に
平
成
26
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
案
と
条
例
案
お
よ
び
新
庁

舎
建
設
工
事
と
消
防
本
部
等
建
築
主
体
工
事
の
契
約
締
結
議
案
な
ど

議
案
20
件
、
ま
た
平
成
25
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
な
ど
の
決

算
認
定
議
案
13
件
、
さ
ら
に
報
告
２
件
の
計
35
件
が
上
程
さ
れ
、
審

議
の
結
果
、
す
べ
て
原
案
の
と
お
り
可
決
、
認
定
し
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
は
９
月
９
日
、
10
日
に
行
わ
れ
、
９
人
の
議
員
が
登
壇

し
ま
し
た
。
ま
た
議
員
発
議
の
意
見
書
案
１
件
は
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

9月定例会のあらまし

歳入歳出差引の３億７,208万４千円
には、２,690万９千円の繰越明許費
繰越額を含みますので、実質的な繰越
は３億４,517万５千円となります。

歳入合計
191億7,804万9千円

歳出合計
188億596万5千円

市税（15.0%）
28億7,843万6千

総務費（13.7％）
25億8,165万5千

諸支出金（6.0％）11億410万6千

民生費（27.8％）
52億3,365万1千

公債費（15.9%）
29億9,904万8千

教育費（7.8％）
14億7,000万3千

消防費（4.3％）
8億743万6千

災害復旧費
（0.0％）
702万5千

衛生費（7.7%）
14億4,660万

土木費（8.8％）
16億6,261万7千

地方交付税（49.5%）
94億9,352万4千

国庫支出金（8.9%）
17億573万8千

県支出金（6.4％）
12億3,161万1千

地方譲与税（1.5%）
2億7,820万7千財産収入（1.2％）

2億3,745万3千

繰入金（0.3％）
6,165万1千

分担金・負担金（1.1％）
2億358万3千

地方特例交付金
（0.0％）
726万8千

労働費（0.4%）7,304万3千農林水産業費（5.0％）9億3,619万4千

単位：円

商工費（1.5％）2億8,282万9千

繰越金（1.8%）
3億3,765万1千

市債（8.9％）
17億726万8千

その他（5.4％）
10億3,565万9千

議会費（1.1%）2億175万8千

歳入合計 191億7,804万9千円

歳出合計 188億596万5千円

単位：円

〈一般会計歳出決算額〉
188億 596万５千円

〈特別会計歳出決算額〉
102億2,161万３千円

平成25年度の決算額を認定

平成25年度 一般会計の決算状況

歳　入

差　引

歳　出
191億7,804万９千円

３億7,208万４千円

188億596万５千円―

＝
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平成25年度決算 国東市民１人あたりでみてみると…

◆ 市民１人あたりが負担した税　９万3,376円
市民税（個人・法人）
35,683 円 

市議会の運営に要する経費

健康診断や予防接種などの保健
衛生関係、ゴミ処理などの環境
衛生関係の経費

道路や河川の維持管理・改良、
区画整理や都市計画に要する経
費

台風・大雨などにより被害を受
けた道路や農林水産業施設など
の復旧のための経費

市の全般的な管理経費や地域振
興などの各種イベントや選挙な
どの経費

農業振興などに要する経費

住民生命や財産を守るための救
急活動や消防のための経費

地方自治体が借り入れた地方債
の返済に要する経費

高齢者、障がい者、児童福祉な
ど住民福祉の増進にかかる経費

商工業や観光振興などに要する
経費

学校教育、生涯学習、スポーツ、
文化財保護などの関係経費や図
書館運営に要する経費

基金への積立金や土地の購入費
などに関する経費

算出に用いた人口は、30,825人（平成26年３月31日現在の住民基本台帳人口）

市たばこ税
6,306 円

固定資産税
48,562 円 

総務費
83,751 円 

消防費
26,194 円 

公債費
97,292 円 

農林
水産業費
30,371 円 

その他
20 円

軽自動車税
2,805 円

民生費
169,785 円

教育費
47,688円

諸支出金
35,818 円

◆ 市民１人あたりに使われたお金（一般会計）　61万81円

議会費
6,545 円 

災害復旧費
227 円 

商工費・
労働費
11,544 円

衛生費
46,929 円 

土木費
53,937 円 
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（単位：千円）

区　　分
決算額 歳入歳出差引

①歳入額 ②歳出額 ①－②

住宅新築資金等貸付事業 3,084 2,529 555 

国東市立国東自動車学校 79,079 72,056 7,023 

国民健康保険事業 4,437,804 4,270,327 167,477 

介護保険事業 3,681,059 3,618,545 62,514 

介護サービス事業 329,847 316,529 13,318 

後期高齢者医療事業 441,623 440,830 793 

簡易水道事業 510,329 487,796 22,533 

公共下水道事業 266,866 256,854 10,012 

特定環境保全公共下水道事業 721,818 711,791 10,027 

農業集落排水事業 42,845 42,050 795 

浄化槽設置事業 2,308 2,306 2 

特別会計合計 10,516,662 10,221,613 295,049 

（単位：千円）

区　　分
決算額 収支差引

①収入額 ②支出額 ①－②

工業用水道事業
収益的 25,262 23,001 2,261 

資本的 0 0 0

市民病院事業
収益的 3,391,679 3,404,931 △ 13,252

資本的 171,698 298,852 △ 127,154

平成25年度 特別会計の決算状況

平成25年度 公営企業関係の決算状況
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A

３
カ
月
の
滞
納
を
し
た
人
に
催
告
書
を
送
り
、

そ
れ
に
応
じ
な
い
場
合
は
、
連
帯
保
証
人
に
催

告
し
て
い
ま
す
。

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金

Ｑ

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
（
ふ
る
さ
と
納
税
）

の
実
績
は
。

A

平
成
25
年
度
は
約
１
６
０
万
円
、
本
年
度
は
す

で
に
３
１
０
万
円
を
超
え
る
状
況
で
す
。
あ
る

調
査
に
よ
る
と
国
東
市
の
特
産
品
の
魅
力
は
、

九
州
で
４
位
に
ラ
ン
ク
さ
れ
ま
し
た
。

Ｑ
新
た
な
申
し
込
み
方
法
は
。

A

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
収
納
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を

検
討
中
で
す
。

Ｑ

国
東
市
外
に
住
む
市
役
所
職
員
に
は
、
ふ

る
さ
と
納
税
を
勧
め
て
は
ど
う
か
。

A

市
外
在
住
職
員
に
は
直
接
依
頼
し
、
す
で
に
実

施
し
て
い
る
人
も
い
ま
す
。

集
落
支
援
員

Ｑ

集
落
支
援
員
と
は
。

A

小
規
模
集
落
の
問
題
点
や
将
来
に
つ
い
て
、
地

域
が
み
ず
か
ら
考
え
発
案
す
る
力
を
促
す
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
で
す
。

Ｑ

25
年
度
の
活
動
は
。

A

市
や
県
の
開
催
す
る
合
同
会
議
に
参
加
し
、
他

地
域
を
参
考
に
そ
れ
ぞ
れ
活
動
し
て
も
ら
い
ま

し
た
。

Ｑ

支
援
員
の
苦
労
は
。

A

活
動
内
容
が
他
の
地
域
役
員
と
重
な
り
苦
労
し

て
い
る
支
援
員
も
い
ま
す
。
区
長
と
の
連
携
な

ど
に
つ
い
て
も
指
導
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

Ｑ

現
状
は
。

A

支
援
員
を
配
置
し
て
い
る
小
規
模
集
落
は
、
も

と
も
と
課
題
が
山
積
し
て
い
る
地
域
。
住
民
の

話
し
合
い
だ
け
で
は
、
有
効
な
解
決
策
が
出
な

い
ケ
ー
ス
も
多
い
で
す
。

Ｑ

今
後
小
規
模
集
落
の
増
加
が
予
想
さ
れ
る

が
、
課
題
は
。

A

周
辺
地
域
と
の
話
し
合
い
の
場
を
作
る
な
ど
、

支
援
員
の
配
置
や
活
動
範
囲
も
広
域
的
に
考
え

て
い
き
ま
す
。

固
定
資
産
税
の

不
納
欠
損
処
理
や
滞
納

Ｑ

固
定
資
産
税
の
不
納
欠
損
額
の
内
訳
は
。

A

無
財
産
、
生
活
困
窮
、
生
活
保
護
、
所
在
不
明

や
県
外
の
未
対
応
者
の
時
効
に
よ
る
も
の
と
、

法
人
解
散
、
相
続
放
棄
、
所
在
不
明
の
即
時
欠

損
に
よ
る
も
の
で
す
。

Ｑ

収
入
未
済
額
の
徴
収
強
化
は
ど
う
考
え
て

い
る
か
。

A

①
分
納
、
延
滞
金
、
差
押
え　

②
県
と
の
連
携

③
県
外
滞
納
者
の
出
張
徴
収　

④
法
的
手
段
に

よ
る
競
売
な
ど
で
、
徹
底
強
化
を
図
り
ま
す
。

住
宅
使
用
料
の

不
納
欠
損
処
理
や
滞
納

Ｑ

不
納
欠
損
額
に
し
た
理
由
は
。

A

国
東
市
合
併
前
の
滞
納
者
の
う
ち
条
例
に
基
づ

き
、
不
納
欠
損
と
し
て
処
理
し
ま
し
た
。

Ｑ

連
帯
保
証
人
に
は
催
告
し
て
い
る
の
か
。

決
算
特
別
委
員
会
で
の
質
疑
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補
正
予
算
・
条
例
の
改
正
な
ど
主
な
議
案

　

平
成
25
年
度
決
算
の
認
定
以
外
の
議
案
の
主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

議
案
質
疑
は
９
月
16
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

３億5,264万２千円を可決
補正後予算総額は　207億7,907万8千円

【補正予算の主な事業】
● 介護予防拠点施設助成事業   100万円
● 地域少子化対策強化事業   139万円
● 予防接種助成事業   1,207万円
● 地域人づくり事業   763万円
● 次世代を担う園芸産地整備事業   3,030万円

など

一般会計補正予算

特別会計補正事業
● 住宅新築資金等貸付事業   55万円
● 国東市立国東自動車学校   502万円
● 国民健康保険事業   692万円
● 介護保険事業   9,310万円
● 介護サービス事業   △633万円
● 後期高齢者医療事業   △67万円
● 簡易水道事業   885万円
● 公共下水道事業   △68万円
● 特定環境保全公共下水道事業   494万円
● 農業集落排水事業   ２万円
● 工業用水道事業（収益的支出）   △399万円
● 市民病院事業（資本的収入）   7,030万円
● 市民病院事業（資本的支出）   6,748万円

※いずれの金額とも１万円未満を四捨五入
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条
例
・
そ
の
他

国
東
市
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定
地
域
型
保

育
事
業
の
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
に
基
づ
き
特
定
教
育
・

保
育
施
設
等
の
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
も
の

で
あ
り
ま
す
。

国
東
市
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及
び
運
営
に
関

す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

児
童
福
祉
法
に
基
づ
き
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設

備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
も
の
で
あ
り

ま
す
。

国
東
市
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の
設
備
及
び
運

営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

児
童
福
祉
法
に
基
づ
き
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事

業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
も
の

で
あ
り
ま
す
。

財
産
の
無
償
貸
付
の
変
更

　

旧
西
武
蔵
小
学
校
の
屋
内
運
動
場
と
旧
西
武
蔵
幼

稚
園
の
園
舎
に
つ
い
て
無
償
貸
付
の
相
手
方
を
「
二

豊
製
畳
有
限
会
社
代
表
取
締
役　

細
田
利
彦
」
か
ら

「
く
に
さ
き
七
島
藺
振
興
会　

会
長　

林
浩
昭
」
に

変
更
す
る
も
の
で
す
。

工
事
請
負
契
約
の
締
結

国
東
市
新
庁
舎
建
設
工
事
（
建
築
主
体
工
事
）

●
契
約
金
額　

15
億
５
，８
４
４
万
円

●
契
約
相
手
方

　

鴻
池
・
木
戸
建
設
工
事
共
同
企
業
体

国
東
市
新
庁
舎
建
設
工
事
（
電
気
設
備
工
事
）

●
契
約
金
額　

３
億
４
，４
２
２
万
円

●
契
約
相
手
方

　

株
式
会
社
九
電
工
大
分
支
店

国
東
市
新
庁
舎
建
設
工
事
（
機
械
設
備
工
事
）

●
契
約
金
額　

４
億
４
，５
５
４
万
円

●
契
約
相
手
方

　

九
電
工
・
山
口
水
道
工
業
特
定
建
設
工
事
共
同
企

業
体

国
東
市
消
防
本
部
等
建
築
主
体
工
事

●
契
約
金
額　

２
億
９
，７
４
３
万
円

●
契
約
相
手
方

　

木
戸
産
業
株
式
会
社

※
い
ず
れ
の
金
額
と
も
１
万
円
未
満
を
四
捨
五
入

主
な
議
案

議
員
が
提
出
し
た
意
見
書
１
件
を
否
決

■
消
費
税
の
税
率
引
き
上
げ
決
定
に
反
対
す
る

意
見
書

　

本
年
４
月
に
、
消
費
税
率
が
８
％
へ
と
増
税
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
２
０
１
５
年
10
月
か
ら
の
税
率

10
％
に
向
け
、
政
府
は
さ
ら
な
る
増
税
判
断
を
年
内

に
も
行
う
と
し
て
い
ま
す
。
実
体
経
済
や
国
民
の
生

活
を
直
視
す
れ
ば
、
景
気
回
復
と
言
え
る
状
況
に
な

い
以
上
、
消
費
税
の
税
率
引
き
上
げ
決
定
を
行
わ
な

い
よ
う
内
閣
総
理
大
臣
な
ど
に
求
め
る
も
の
で
す
。

討
　
論



反
対



　
石
川
　
泰
也
議
員

　

消
費
税
の
10
％
引
き
上
げ
は
社
会
保
障
の
た
め
の

財
源
で
あ
り
、
次
世
代
に
少
し
で
も
つ
け
を
残
さ
な

い
た
め
に
も
必
要
で
あ
り
、
代
替
案
が
な
い
限
り
反

対
し
ま
す
。

賛
成



　
吉
田
　
眞
津
子
議
員

　

経
済
実
態
は
景
気
回
復
基
調
と
は
い
え
ず
増
税
判

断
は
到
底
容
認
で
き
な
い
た
め
、
意
見
書
に
賛
成
し

ま
す
。

※
討
論
は
抜
粋
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。

議
員
発
議

提
案
者　
宮
永　
英
次
議
員
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Ｑ

次
世
代
を
担
う
園
芸
産
地
整
備
事
業
に
つ

い
て
、
場
所
は
ど
こ
か
。
リ
ー
ス
代
は
。

ま
た
、
小
ね
ぎ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
フ
ァ
ー
ム

研
修
生
の
新
規
農
業
の
将
来
的
な
方
針
は
。

そ
の
後
の
市
の
方
向
性
は
。

A

研
修
生
の
就
農
場
所
は
、
１
組
は
国
東
町
来
浦

と
２
組
が
武
蔵
町
手
野
の
予
定
で
す
。
小
ね
ぎ

栽
培
に
お
け
る
施
設
の
リ
ー
ス
代
は
、
施
設
に

対
す
る
園
芸
施
設
共
済
保
険
料
な
ど
を
加
え
る

と
年
間
１
２
０
万
円
程
度
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
国
東
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
フ
ァ
ー
ム
は
今

年
度
よ
り
８
年
間
ほ
ど
事
業
を
継
続
し
て
市
外

か
ら
国
東
市
に
定
住
し
て
小
ね
ぎ
栽
培
で
就
農

す
る
研
修
生
を
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。

　

栽
培
に
つ
い
て
は
、
県
の
普
及
員
の
Ｏ
Ｂ
の

方
を
農
業
指
導
員
と
し
て
雇
用
し
、
Ｊ
Ａ
の
中

の
大
分
味
一
ね
ぎ
の
生
産
部
会
と
も
連
携
を
密

に
し
て
技
術
的
指
導
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

Ｑ

市
民
病
院
の
ベ
ッ
ド
の
購
入
は
、
病
院
改

築
時
に
同
時
に
更
新
す
る
議
論
は
な
か
っ

た
の
か
。
同
時
に
行
え
ば
費
用
的
、
患
者

の
負
担
が
軽
減
さ
れ
る
の
で
は
。
ま
た
現

在
使
用
中
の
ベ
ッ
ド
の
有
効
利
用
は
。

A

病
院
改
築
時
に
高
額
医
療
機
器
や
こ
れ
ま
で
更

新
を
見
合
わ
せ
て
き
た
優
先
的
更
新
機
器
が
あ

り
、
予
算
的
に
も
全
２
０
６
台
更
新
す
る
こ
と

は
困
難
で
あ
り
ま
し
た
。
患
者
さ
ん
へ
の
負
担

は
交
換
作
業
の
所
要
時
間
は
10
分
以
内
で
完
了

し
ま
す
。
患
者
の
費
用
負
担
は
一
切
あ
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
ベ
ッ
ド
の
有
効
利
用
に
つ
い
て
は
、

く
に
み
苑
、
姫
見
苑
や
社
会
福
祉
協
議
会
の
３

施
設
に
打
診
し
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
使
用
し
た

い
旨
の
意
向
を
確
認
し
、
台
数
等
に
つ
い
て
も

こ
れ
か
ら
協
議
し
ま
す
。
ま
た
個
人
の
希
望
者

に
つ
い
て
は
広
報
紙
な
ど
を
通
じ
て
周
知
を
図

り
ま
す
。

一
般
会
計
の
補
正
予
算
（
平
成
26
年
度
）

Ｑ

10
月
１
日
か
ら
定
期
接
種
と
な
る
水
痘
ワ

ク
チ
ン
と
高
齢
者
肺
炎
球
菌
予
防
接
種
の

そ
れ
ぞ
れ
の
対
象
人
数
は
。
そ
の
見
込
は
。

対
象
者
へ
の
告
知
は
。

A

予
防
接
種
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

に
よ
り
追
加
さ
れ
ま
し
た
。
水
痘
の
定
期
接
種

分
の
対
象
者
は
、
１
，０
６
１
人
の
う
ち
７
４

３
人
で
す
。
接
種
率
を
70
％
と
予
定
し
て
い
ま

す
。
高
齢
者
肺
炎
球
菌
の
定
期
接
種
分
の
対
象

者
は
、
２
，３
７
６
人
の
う
ち
１
，１
８
８
人
を

対
象
と
し
、
接
種
率
を
50
％
と
予
定
し
て
い
ま

す
。
ま
た
対
象
者
へ
の
告
知
は
市
報（
10
月
号
）

や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
を
し
ま
す
。

議
案
質
疑

国東こねぎトレーニングファームでの研修生
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一/般/質/問 木付　親次 議員（新風会）

内部統制（不祥事防止策）は
― 職員研修などに取り組む ―

議
員

　
内
部
統
制
と
は
、
事
務
事
業
の
誤
り
、

情
報
漏
え
い
、
職
員
の
不
祥
事
な
ど
を
未

然
に
防
止
す
る
た
め
、
市
の
組
織
内
部
に

お
い
て
自
律
的
に
事
務
の
執
行
体
制
や
人

を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
仕
組
み
の
こ
と

だ
が
、
不
祥
事
の
防
止
策
は
。

総
務
課
長

　

職
員
研
修
、
意
識
改
革
検
討
委
員
会
の

職
場
点
検
、
業
務
に
関
す
る
マ
ニ
ュ
ア
ル

整
備
、
金
銭
出
納
業
務
に
係
る
諸
手
続
の

統
一
化
な
ど
で
不
祥
事
回
避
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

市
民
病
院
事
務
長

　

市
民
病
院
で
は
、
日
本
医
療
機
能
評
価

機
構
に
よ
る
病
院
機
能
評
価
を
受
け
る
予

定
で
、
業
務
手
順
や
各
種
規
程
、
運
用
マ

ニ
ュ
ア
ル
の
整
備
、
確
認
を
進
め
て
お
り
、

こ
の
機
会
に
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
再
徹

底
に
努
め
ま
す
。

市
長

　

不
祥
事
の
根
絶
は
困
難
な
も
の
で
す
が
、

厳
罰
化
、
連
続
し
た
研
修
教
育
、
チ
ェ
ッ

ク
体
制
に
よ
り
根
絶
に
向
け
て
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

資
金
調
達
の
工
夫

議
員

　
資
金
調
達
に
は
、
短
期
資
金
（
一
時
借

入
金
）、
長
期
資
金
（
市
債
）
が
あ
る
が
、

調
達
コ
ス
ト
の
圧
縮
へ
の
対
応
と
財
務
活

動
管
理
方
針
施
行
後
の
効
果
は
。

会
計
管
理
者

　

一
時
借
入
は
、
市
保
有
の
国
債
、
地
方

債
を
現
在
売
る
契
約
と
将
来
利
子
を
つ
け

て
買
い
戻
す
契
約
を
同
時
に
行
う
取
引

（
債
権
売
現
先
取
引
）
で
証
券
会
社
2
社

か
ら
借
り
て
い
ま
す
。
特
徴
は
、
金
利
が

安
い
こ
と
、
借
入
期
間
中
国
債
等
の
利
息

が
市
に
帰
属
す
る
の
で
経
済
性
に
優
れ
て

い
る
こ
と
、
調
達
ス
ピ
ー
ド
が
一
日
か
二

日
で
早
く
事
務
が
簡
単
な
こ
と
、
取
引
先

が
倒
産
し
て
も
国
債
な
ど
の
時
価
相
当
額

が
入
っ
て
く
る
の
で
安
全
で
あ
る
こ
と
で

す
。
効
果
は
、
資
金
繰
り
の
心
配
が
な
く

な
っ
た
の
で
、
長
期
国
債
な
ど
の
運
用
に

よ
り
収
益
増
額
が
見
込
め
ま
す
。

財
政
課
長

　

市
債
は
、
国
の
財
政
融
資
、
地
方
公
共

団
体
金
融
機
構
、
銀
行
な
ど
か
ら
借
り
入

れ
て
い
ま
す
。
支
払
い
利
息
削
減
と
債
務

を
早
期
償
還
す
る
た
め
、
元
利
均
等
償
還

で
は
な
く
、
支
払
い
利
息
が
減
少
し
て
い

く
元
金
均
等
償
還
方
式
の
取
り
入
れ
と
、

据
え
置
き
期
間
を
短
縮
し
、
負
担
の
軽
減

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
平
成
25
年
度
は
、

据
え
置
き
期
間
を
１
年
に
し
た
結
果
、
全

会
計
で
５
６
０
万
円
の
効
果
額
で
す
。

議
員

　
こ
れ
か
ら
、
庁
舎
建
設
、
防
災
行
政
無

線
整
備
、
広
域
ご
み
処
理
場
な
ど
大
型
事

業
に
着
手
す
る
が
、
財
政
健
全
化
判
断
比

率
の
一
つ
で
あ
る
実
質
公
債
費
率
は
、
国

の
許
可
が
必
要
と
な
る
18
％
を
将
来
に
わ

た
っ
て
超
え
な
い
か
。

財
政
課
長

　

18
％
未
満
を
堅
持
す
る
よ
う
プ
ラ
イ
マ

リ
ー
バ
ラ
ン
ス
な
ど
を
考
慮
し
な
が
ら
財

政
健
全
化
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。
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一/般/質/問 秋國　良二 議員（市民ク）

市長の二選についての考え方は
― 市長選に立候補することを

決定しました ―

議
員

　
間
も
な
く
任
期
も
終
わ
り
に
な
る
が
、

三
つ
の
里
づ
く
り
の
達
成
度
は
。
ま
た
、

今
後
の
課
題
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

市
長

　

三
つ
の
里
づ
く
り
の
た
め
の
行
財
政
改

革
に
取
り
組
み
、
若
者
定
住
の
た
め
の
新

産
業
創
出
、
高
齢
者
福
祉
と
子
育
て
支
援

に
全
力
を
傾
注
し
て
き
ま
し
た
。

　

福
祉
の
面
で
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
タ
ク
シ

ー
の
導
入
、
定
期
バ
ス
の
運
賃
の
軽
減
、

保
育
料
の
軽
減
や
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
助
成

の
拡
大
な
ど
福
祉
や
子
育
て
に
努
め
ま
し

た
。
観
光
で
は
、
福
岡
市
で
の
国
東
フ
ォ

ー
ラ
ム
の
開
催
、
体
験
型
旅
行
の
お
だ
や

か
博
の
開
始
、
観
光
課
を
直
接
お
客
様
に

接
す
る
よ
う
に
元
サ
イ
ク
リ
ン
グ
タ
ー
ミ

ナ
ル
へ
移
動
を
す
る
な
ど
、
国
東
市
の
情

報
を
市
内
市
外
に
発
信
し
て
き
ま
し
た
。

　

教
育
面
で
は
、
ふ
る
さ
と
国
東
の
偉
人

伝
の
発
刊
、
市
立
図
書
館
の
館
長
公
募
な

ど
学
習
で
き
る
体
制
づ
く
り
を
し
ま
し
た
。

国
東
市
の
課
題
は
、
人
口
の
急
激
な
減
少

で
す
。
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
、
持
続
可

能
な
国
東
市
づ
く
り
に
取
り
組
む
に
は
、

産
業
を
振
興
し
、
雇
用
を
生
み
出
し
、
子

育
て
や
小
児
医
療
体
制
、
高
い
教
育
水
準

を
整
備
し
て
人
か
ら
人
を
呼
び
込
む
必
要

が
あ
り
ま
す
。
持
続
可
能
な
財
政
基
盤
の

構
築
に
向
け
た
行
財
政
改
革
も
重
大
な
課

題
で
す
。

議
員

　
二
選
に
つ
い
て
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

市
長

　

市
長
に
就
任
し
て
以
来
、
市
民
の
皆
さ

ま
と
の
対
話
を
大
切
に
し
、
現
場
主
義
を

心
が
け
全
力
を
傾
け
て
き
ま
し
た
。
二
選

出
馬
に
つ
い
て
、
私
な
り
に
熟
慮
に
熟
慮

を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
三
年

半
で
一
定
の
成
果
は
上
が
っ
て
い
る
も
の

の
、
多
く
の
課
題
も
あ
り
ま
す
。
小
ネ
ギ

や
オ
リ
ー
ブ
、
ト
マ
ト
、
七
島
イ
な
ど
の

生
産
拡
大
、
農
業
団
地
構
想
や
地
域
商

社
の
推
進
な
ど
緒
に
つ
い
た
ば
か
り
で
す
。

皆
さ
ま
の
支
持
が
頂
け
れ
ば
、
引
き
続
き

市
政
執
行
の
責
任
を
果
た
し
て
い
き
た
い

と
、
来
春
の
市
長
選
に
立
候
補
す
る
こ
と

を
決
意
し
ま
し
た
。

議
員

　
職
員
が
市
長
の
前
で
、
物
事
が
言
え
な

い
と
の
噂
が
あ
る
が
、
全
職
員
が
連
携
し

て
い
か
な
い
と
駄
目
と
思
う
が
ど
う
か
。

市
長

　

そ
ん
な
に
厳
し
い
と
思
い
ま
せ
ん
が
、

当
た
り
前
の
こ
と
を
言
っ
て
い
る
つ
も
り

で
す
。
私
一
人
で
は
何
も
で
き
ま
せ
ん
。

私
が
指
示
し
た
こ
と
を
、
よ
く
考
え
て
、

自
分
た
ち
で
工
夫
し
て
や
っ
て
く
れ
る
様

に
、
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

※
ほ
か
に
、
人
口
減
少
対
策
に
つ
い
て
質

問
し
ま
し
た
。

三河市政はオリーブの特産化にも力を入れている
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学校図書館の充実が学力アップにつながる

一/般/質/問 宮永　英次 議員（市改ク）

議
員

　
本
年
６
月
に
学
校
図
書
館
法
の
一
部
改

正
で
、
学
校
司
書
を
配
置
す
る
こ
と
が
明

記
さ
れ
た
。
市
と
し
て
ど
う
対
処
す
る
つ

も
り
か
。

社
会
教
育
課
長

　

学
校
司
書
の
全
校
配
置
に
つ
い
て
は
、

平
成
24
年
度
よ
り
学
校
図
書
館
機
能
ア
ッ

プ
支
援
事
業
指
定
校
１
校
を
常
勤
と
し
、

残
り
14
校
を
２
校
に
１
人
体
制
、
計
８
人

体
制
と
す
る
こ
と
に
よ
り
既
に
配
置
は
達

成
さ
れ
て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後

は
、
中
学
校
に
お
い
て
学
習
情
報
セ
ン
タ

ー
と
し
て
の
機
能
強
化
や
不
登
校
対
策
の

居
場
所
づ
く
り
を
踏
ま
え
て
常
勤
体
制
を

目
指
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

議
員

　
具
体
的
に
は
。

社
会
教
育
課
長

　

協
育
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
の
学
校
支
援

事
業
を
使
っ
て
、
時
給
制
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
募
り
、
司
書
が
行
か
な
い
日
を
午
前

と
午
後
に
分
け
て
図
書
館
で
子
ど
も
た
ち

の
読
書
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
た
だ
く

形
を
取
り
た
い
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

議
員

　
小
学
校
は
。

社
会
教
育
課
長

　

ま
ず
中
学
校
を
試
み
、
こ
の
事
業
が
続

く
よ
う
で
あ
れ
ば
、
こ
の
事
業
に
乗
せ
て

や
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

四
国
電
力
と
の
防
災
協
定
は

議
員

　
四
国
電
力
に
大
分
県
と
防
災
協
定
を
結

ぶ
よ
う
働
き
か
け
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

る
が
。

総
務
課
長　

　

万
が
一
、
伊
方
原
発
で
事
故
が
発
生
し

た
場
合
、
迅
速
か
つ
正
確
な
情
報
が
重
要

と
な
る
こ
と
か
ら
、
大
分
県
と
四
国
電
力

と
の
防
災
協
定
の
締
結
が
必
要
で
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。
８
月
29
日
に
開
催
さ
れ

た
大
分
県
市
長
会
で
、
県
に
対
し
四
国
電

力
と
の
防
災
協
定
を
締
結
す
る
よ
う
要
望

が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

サ
ッ
カ
ー
場
整
備
の
計
画
は

議
員

　
サ
ッ
カ
ー
場
調
査
の
進
捗
状
況
と
今
後

の
構
想
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
か
。

産
業
創
出
課
長　

　

旧
い
こ
い
の
村
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
有
効
活

用
す
る
た
め
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
整
備
調
査

事
業
の
調
査
報
告
書
は
10
月
中
旬
に
上
が

っ
て
き
ま
す
。
調
査
に
つ
い
て
は
、
市
民

の
皆
さ
ん
か
ら
要
望
の
多
い
サ
ッ
カ
ー
場
、

地
域
の
社
会
教
育
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

な
ど
で
の
高
齢
者
の
健
康
対
策
、
観
光
事

業
な
ど
の
あ
ら
ゆ
る
観
点
か
ら
検
証
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
空
港
か
ら
近
い
こ
と
も

あ
り
、
サ
ッ
カ
ー
日
本
代
表
の
キ
ャ
ン
プ

誘
致
、
地
元
を
含
め
た
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
の

キ
ャ
ン
プ
地
・
練
習
場
と
し
て
の
誘
致
の

可
能
性
な
ど
も
現
在
協
議
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

議
員

　
施
設
整
備
に
係
る
経
費
は
。

総
務
課
長　

　

サ
ッ
カ
ー
く
じ
ｔ
ｏ
ｔ
ｏ
か
ら
対
象
事

業
費
の
約
８
割
が
助
成
さ
れ
ま
す
。

学校司書の配置が法制化されたが、
市としてどう対処するか
― 今後、中学校での

常勤体制を考えている ―
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一/般/質/問 大谷　和義 議員（徳象会）

特養老人ホームの待機者解消対策は
― 介護サービスなどの

充実について検討している ―

議
員

　
在
宅
で
の
介
護
が
困
難
に
な
っ
た
と
き

の
特
養
希
望
が
か
な
り
あ
る
と
聞
く
が
待

機
者
解
消
に
つ
い
て
市
の
対
策
は
。

高
齢
者
支
援
課
長

　

平
成
27
年
度
か
ら
適
用
す
る
介
護
保
険

事
業
計
画
の
策
定
作
業
を
行
っ
て
お
り
、

解
消
策
と
し
て
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

な
ど
の
入
所
施
設
や
在
宅
で
の
生
活
を
支

え
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
充
実
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

議
員

　
特
養
ホ
ー
ム
入
所
資
格
を
、
原
則
要
介

護
３
以
上
と
し
て
い
る
が
影
響
は
。

高
齢
者
支
援
課
長

　

在
宅
で
の
生
活
が
困
難
な
中
・
重
度
の

要
介
護
者
を
支
え
る
施
設
と
し
て
の
機
能

に
重
点
化
が
図
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
制

度
見
直
し
後
に
要
介
護
３
以
上
か
ら
要
介

護
１
・
２
に
改
善
し
た
方
で
も
引
き
続
き

入
所
で
き
る
経
過
措
置
が
設
け
ら
れ
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
活

用議
員

　
本
市
で
の
利
用
可
能
な
自
然
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
種
類
や
利
活
用
に
つ
い
て
市
の
考
え

は
。

環
境
衛
生
課
長

　

本
市
に
お
い
て
可
能
性
が
あ
る
の
は
、

太
陽
光
、
風
力
お
よ
び
バ
イ
オ
マ
ス
の
３

種
類
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
設
置
促
進
は
、
国
全
体
の
問

題
で
あ
り
、
市
と
し
て
も
整
備
を
行
う
必

要
性
を
十
分
認
識
し
て
い
ま
す
が
、
課
題

と
し
て
は
自
然
環
境
や
歴
史
的
遺
産
の
景

観
を
損
な
う
こ
と
や
、
周
辺
住
民
の
生
活

環
境
の
悪
影
響
な
ど
も
十
分
配
慮
し
て
い

く
こ
と
が
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

議
員

　
太
陽
光
発
電
の
積
極
的
導
入
や
、
農
地

に
設
置
す
る
場
合
の
許
認
可
の
問
題
点
は
。

環
境
衛
生
課
長

　

設
備
促
進
は
、
原
子
力
や
化
石
燃
料
へ

の
依
存
を
減
ら
す
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
施
設

と
し
て
社
会
に
貢
献
す
る
だ
け
で
な
く
、

売
電
収
入
に
よ
る
所
得
の
向
上
に
つ
な
が

る
も
の
と
し
て
遊
休
地
の
有
効
活
用
の
一

つ
の
方
法
と
思
い
ま
す
。
農
地
へ
の
設
置

に
つ
い
て
は
、
第
１
種
農
地
の
う
ち
、
再

生
困
難
な
荒
廃
地
農
地
に
つ
い
て
の
み
設

備
整
理
区
域
に
含
め
る
こ
と
が
可
能
と
い

う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
を
活

用
す
る
場
合
、
区
域
設
定
を
行
う
た
め
に

詳
細
な
現
地
確
認
な
ど
を
行
う
必
要
が
あ

市内でも導入が進む太陽光発電

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

農
業
委
員
の
選
出
方
法

議
員

　
農
業
委
員
の
公
選
制
の
選
挙
廃
止
、
選

任
委
員
の
一
元
化
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

農
業
委
員
会
事
務
局
長

　

選
挙
制
度
で
地
域
か
ら
信
頼
さ
れ
た
委

員
さ
ん
が
選
出
さ
れ
て
お
り
、
市
長
の
選

任
委
員
の
み
で
あ
れ
ば
地
域
か
ら
信
頼
さ

れ
た
委
員
と
な
り
得
る
の
か
疑
問
で
す
。
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高齢者を含めた農業参入は
― 高齢者が農業参入できる事例は、
バジルの生産、味一ねぎの振興など ―

国東市内におけるバジル圃場

一/般/質/問 宮園　正敏 議員（緑風会）

議
員

　
最
近
の
農
業
は
、
農
業
従
事
者
の
高
齢

化
や
減
少
、
ま
た
後
継
者
の
問
題
な
ど
厳

し
い
状
況
が
続
い
て
い
る
た
め
、
高
齢
者

を
含
め
た
農
業
参
入
に
つ
い
て
、
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
。

農
政
課
長

　

高
齢
者
の
農
業
参
入
に
つ
い
て
は
、
初

期
投
資
が
少
な
く
、
中
高
年
の
方
々
で
も

無
理
の
な
い
範
囲
で
参
入
で
き
る
事
例
は
、

①
産
物
直
売
所
の
活
用
、
②
国
東
市
が
日

本
一
の
産
地
の
バ
ジ
ル
の
生
産
、
③
味
一

ね
ぎ
の
振
興
な
ど
で
す
。

　

ま
た
、
長
年
培
っ
た
経
験
が
あ
り
、
後

継
者
を
育
て
る
喜
び
、
儲
け
る
喜
び
を
感

じ
て
、
生
き
甲
斐
を
持
っ
て
地
域
の
担
い

手
の
育
成
に
力
を
か
し
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。

議
員

　
農
業
参
入
す
る
場
合
の
普
及
指
導
は
、

ど
う
す
る
の
か
。

農
政
課
長

　

今
年
度
よ
り
国
東
市
に
お
い
て
、
県
の

普
及
員
の
Ｏ
Ｂ
を
農
業
指
導
員
と
し
て
雇

用
し
ま
し
た
。
直
接
農
家
に
出
向
い
て
話

を
聞
く
な
ど
、
技
術
的
な
助
言
を
し
ま
す
。

教
育
問
題

議
員

　
今
年
の
４
月
に
県
が
実
施
し
た
県
学
力

定
着
状
況
調
査
や
文
部
科
学
省
が
実
施
し

た
全
国
学
力
学
習
状
況
調
査
の
結
果
は
ど

う
か
。

学
校
教
育
課
長　

　

小
学
校
は
年
々
徐
々
に
向
上
し
て
い
ま

す
が
、
中
学
校
は
伸
び
悩
ん
で
い
ま
す
。

議
員

　
学
力
向
上
に
向
け
た
課
題
と
対
策
は
。

学
校
教
育
課
長　

　

今
後
は
引
き
続
き
互
見
授
業
等
を
通
じ

て
授
業
力
の
向
上
を
図
る
と
共
に
、
特
に

中
学
校
で
は
地
区
教
育
研
究
会
の
教
科
部

会
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

議
員

　
い
じ
め
問
題
の
実
態
は
ど
の
よ
う
に
把

握
し
、
そ
の
実
態
は
ど
う
か
。
今
後
の
対

策
は
。

学
校
教
育
課
長　

　

各
学
期
ご
と
に
年
間
３
回
の
調
査
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
い
じ
め
の
90
％
以
上
が

解
決
で
き
て
お
り
、
こ
れ
は
県
内
で
も
非

常
に
高
い
数
値
で
す
。
今
後
の
対
策
は
、

①
い
じ
め
の
未
然
防
止
、
②
早
期
発
見
・

早
期
対
応
な
ど
の
観
点
か
ら
対
策
を
講
じ

て
い
き
ま
す
。

議
員

　
各
学
校
に
お
け
る
学
校
い
じ
め
防
止
基

本
方
針
の
策
定
状
況
は
。

学
校
教
育
課
長　

　

今
年
の
４
月
ま
で
に
全
学
校
に
お
い
て

策
定
済
み
で
す
。
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一/般/質/問 元永　安行 議員（新世会）

市の使用されていない遊休地、
建物を今後どう取り扱っていくのか
― 使う見込みのない用地は

売却を検討する ―

議
員

　
使
用
し
て
い
な
い
遊
休
地
、
建
物
に
、

年
間
維
持
管
理
費
は
幾
ら
か
か
っ
て
い
る

の
か
。

財
政
課
長

　

市
有
地
の
草
刈
り
な
ど
の
年
間
委
託
料

は
４
０
３
万
円
で
す
。

議
員

　
年
間
の
管
理
費
４
０
３
万
円
は
今
後
増

え
て
い
く
の
か
。
削
減
の
努
力
は
ど
う
し

て
い
る
の
か
。

財
政
課
長

　

地
元
の
方
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
で
草

刈
り
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
維
持
管
理
費

が
増
加
傾
向
で
あ
り
、
削
減
の
有
効
な
手

だ
て
は
見
つ
か
っ
て
い
な
い
の
が
現
状
で

す
。

議
員

　
遊
休
地
は
民
間
に
売
却
し
て
は
ど
う
か
。

市
長

　

当
分
使
う
見
込
み
の
な
い
用
地
に
つ
い

て
は
早
く
売
却
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
県
で
も
県
有
財
産
経
営
室
が
あ
り
、

い
ら
な
い
も
の
は
処
分
し
て
い
く
傾
向
が

あ
り
ま
す
。

公
共
下
水
道
加
入
率
の
取
り
組

み
は

議
員

　
下
水
道
事
業
会
計
に
お
い
て
、
一
般
会

計
よ
り
繰
入
金
が
多
く
あ
る
。
今
後
の
加

入
率
の
促
進
は
。

上
下
水
道
課
長

　

市
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
下
水
の

接
続
を
お
願
い
し
、
指
定
工
事
店
と
の
連

携
に
よ
り
接
続
推
進
を
図
っ
て
い
ま
す
。

議
員

　
公
共
下
水
道
に
１
０
０
％
加
入
し
た
場

合
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
は
幾
ら
減

る
の
か
。

上
下
水
道
課
長

　

下
水
道
事
業
を
取
り
巻
く
情
勢
が
変
わ

ら
な
い
と
し
た
場
合
、
１
千
２
百
万
円
ほ

ど
賄
え
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

議
員

　
今
年
度
の
加
入
率
の
目
標
は
。

上
下
水
道
課
長

　

加
入
人
口
１
０
０
人
の
増
、
加
入
率
75

％
を
目
標
と
し
て
考
え
て
い
ま
す
。

ごみ集積所のあり方は
高齢化問題の課題のひとつ

ご
み
集
積
所
の
増
設

議
員

　
ひ
と
り
暮
ら
し
の
身
体
の
不
自
由
な
高

齢
者
の
方
に
、
臨
時
に
ご
み
集
積
所
を
増

や
せ
な
い
か
。

環
境
衛
生
課
長

　

ご
み
収
集
・
運
搬
の
効
率
、
委
託
費
用

の
増
加
に
な
ら
な
い
様
に
、
集
積
所
の
増

設
は
原
則
と
し
て
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

議
員

　
収
集
委
託
業
者
と
契
約
金
額
を
増
や
さ

ず
に
業
務
の
見
直
し
は
。

環
境
衛
生
課
長

　

現
在
の
収
集
状
況
の
把
握
に
努
め
な
が

ら
、
こ
れ
か
ら
の
委
託
の
形
態
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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一/般/質/問 丸小野　宣康 議員（新風会）

議
員

　
非
常
備
消
防
団
の
無
線
施
設
整
備
は
計

画
が
あ
る
か
。

消
防
長

　

２
カ
年
計
画
で
、
防
水
性
を
備
え
た
高

出
力
で
軽
量
の
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
の
配
備

を
検
討
し
ま
す
。
数
量
に
つ
い
て
は
、
各

部
に
2
台
、
分
団
が
17
台
、
方
面
隊
が
4

台
、
正
副
分
団
長
が
2
台
、
消
防
本
部
1

台
の
合
計
１
０
４
台
整
備
し
ま
す
。

議
員

　
緊
急
を
要
す
る
事
な
の
で
、
12
月
補
正

を
し
て
で
も
、
早
急
に
整
備
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

消
防
長

　

12
月
補
正
の
件
は
、
財
政
課
と
協
議
し

対
応
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
防
災
対
策

議
員

　
予
防
治
山
ダ
ム
の
設
置
状
況
は
。

林
業
水
産
課
長

　

国
見
町
43
カ
所
、
国
東
町
37
カ
所
、
武

蔵
町
10
カ
所
、
安
岐
町
18
カ
所
の
計
１
０

８
カ
所
で
す
。

議
員

　
危
険
た
め
池
の
改
修
状
況
は
。

農
政
課
長

　

市
内
に
た
め
池
は
２
８
６
カ
所
あ
り
、

79
カ
所
が
整
備
済
み
で
す
。
本
年
度
４
カ

所
、
27
年
度
以
降
の
計
画
を
検
討
し
て
い

る
も
の
が
８
カ
所
で
す
。
現
在
２
３
０
カ

所
の
た
め
池
の
一
斉
点
検
を
実
施
し
て
お

り
、
点
検
の
結
果
次
第
で
は
整
備
計
画
の

見
直
し
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

議
員

　
高
齢
化
に
よ
り
、
地
域
で
の
管
理
が
困

難
と
な
っ
た
。
今
後
の
河
川
の
維
持
管
理

は
。

建
設
課
長

　

堆
積
土
の
除
去
な
ど
要
望
が
あ
り
ま
す

が
、
工
事
費
の
増
加
で
思
う
よ
う
に
実
施

で
き
て
い
ま
せ
ん
。
予
算
の
増
額
に
つ
い

て
は
引
き
続
き
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

議
員

　
土
石
流
危
険
渓
流
並
び
に
急
傾
斜
地
崩

壊
危
険
個
所
数
は
。

建
設
課
長

　

土
石
流
危
険
渓
流
は
３
６
７
カ
所
、
急

傾
斜
地
６
４
５
カ
所
、
地
滑
り
2
カ
所
で

す
。
急
傾
斜
地
の
工
事
要
望
は
23
件
で
、

実
施
済
み
が
10
件
、
今
後
の
予
定
が
4
カ

所
で
す
。

議
員

　
防
災
行
政
無
線
の
運
用
並
び
に
Ｊ

−

Ａ

Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
の
放
送
内
容
は
。

総
務
課
長

　

通
常
時
に
お
け
る
定
時
放
送
と
緊
急
時

に
お
け
る
緊
急
放
送
の
2
種
類
で
、
原
則

と
し
て
各
種
団
体
か
ら
の
直
接
の
放
送
依

頼
は
受
け
付
け
て
い
ま
せ
ん
。
今
後
運
用

規
定
の
見
直
し
に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

Ｊ

−

Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
の
放
送
内
容
は
、
国
民

保
護
に
係
る
危
機
関
係
の
情
報
、
緊
急
地

震
速
報
並
び
に
津
波
の
発
生
予
測
な
ど
が

自
動
的
に
周
知
さ
れ
ま
す
。

※
ほ
か
に
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
の
駆
除
対
策

に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

市内には108ヵ所の砂防ダムが設置されている

非常備消防団の無線施設整備は
― 来年度以降、

２カ年計画で配備を検討する ―
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一/般/質/問 吉田　眞津子 議員（市改ク）

第６期介護保険
事業計画の策定の柱は
― 介護保険制度の

的確な対応と介護予防の推進 ―

議
員

　
今
回
の
介
護
保
険
法
は
多
く
の
改
正
が

あ
っ
た
。
第
6
期
介
護
保
険
事
業
計
画
策

定
の
主
な
柱
と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

高
齢
者
支
援
課
長

　

計
画
の
柱
は
今
回
の
改
正
に
よ
り
追
加

さ
れ
た
事
業
で
あ
る
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス

の
充
実
と
在
宅
医
療
、
介
護
連
携
の
推
進
、

認
知
症
施
策
の
推
進
介
護
予
防
な
ど
4
つ

で
す
。
策
定
委
員
会
を
開
催
し
、
来
年
2

月
中
に
は
計
画
案
を
決
定
す
る
予
定
で
す
。

議
員

　
利
用
料
の
自
己
負
担
率
が
2
割
に
な
る

人
は
ど
れ
く
ら
い
い
る
の
か
。

高
齢
者
支
援
課
長

　

一
定
の
所
得
の
判
断
基
準
に
つ
い
て
は

高
齢
者
本
人
の
合
計
所
得
金
額
が
２
８
０

万
円
以
上
の
方
が
2
割
負
担
と
な
り
ま
す
。

市
内
の
高
齢
者
は
９
４
８
人
、
約
8
％
に

な
り
ま
す
。

議
員

　
特
養
入
所
者
の
食
費
や
部
屋
代
の
補
助

認
定
基
準
は
厳
し
く
な
っ
た
と
あ
る
が
。

高
齢
者
支
援
課
長

　

平
成
27
年
8
月
か
ら
預
貯
金
調
査
を
行

い
、
単
身
者
に
つ
い
て
は
１
，０
０
０
万

円
以
上
、
夫
婦
世
帯
で
は
２
，０
０
０
万

円
以
上
の
方
が
対
象
か
ら
外
れ
ま
す
。

議
員

　
要
支
援
向
け
サ
ー
ビ
ス
が
市
町
村
に
な

る
が
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
報
酬
は
ど
う
な

る
の
か
。

高
齢
者
支
援
課
長

　

要
支
援
１
、
２
の
人
が
利
用
し
て
い
る

サ
ー
ビ
ス
は
原
則
地
域
支
援
事
業
に
な
り

ま
す
。
介
護
報
酬
に
つ
い
て
は
国
が
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
で
示
す
も
の
を
上
限
と
し
て
市

町
村
が
決
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

議
員

　
保
険
料
設
定
に
つ
い
て
の
考
え
方
は
。

高
齢
者
支
援
課
長

　

所
得
に
応
じ
て
9
段
階
と
き
め
細
か
く

決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
策
定
委
員
会
で
議

論
し
て
い
き
ま
す

議
員

　
医
療
、
介
護
総
合
推
進
法
に
よ
る
医
療

分
野
で
の
改
正
の
対
応
は
。

市
民
病
院
事
業
管
理
者

　

市
民
病
院
は
急
性
期
と
回
復
期
を
担
う

病
院
と
い
う
こ
と
で
、
今
年
10
月
よ
り
地

域
包
括
ケ
ア
病
棟
を
導
入
し
早
期
退
院
、

社
会
復
帰
を
推
し
進
め
ま
す
。

健
康
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
実
施
状
況

議
員

　
今
年
か
ら
始
ま
っ
た
健
康
チ
ャ
レ
ン
ジ

事
業
の
推
進
状
況
は
。

市
民
健
康
課
長

　

国
東
市
健
康
づ
く
り
計
画
を
推
進
す
る

た
め
に
実
施
し
、
参
加
数
は
１
，２
４
０

人
で
す
。
地
域
や
企
業
へ
も
働
き
か
け
て

い
き
ま
す
。

地区での介護予防事業
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ごみ袋の価格の根拠は
― 維持管理費の負担割合は

２割から１割に減少 ―

一/般/質/問 宇都宮　郁 議員（緑風会）

議
員

　
国
東
市
の
ご
み
袋
の
価
格
が
42
円
と
県

下
で
一
番
高
い
が
こ
の
価
格
の
根
拠
は
。

環
境
衛
生
課
長

　

平
成
11
年
の
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
施
設

稼
働
当
初
の
施
設
管
理
費
用
の
20
％
程
度

を
利
用
者
に
負
担
し
て
い
た
だ
く
と
い
う

設
定
で
価
格
が
決
め
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の

後
消
費
税
が
５
％
に
な
っ
た
と
き
、
42
円

に
な
り
ま
し
た
。
施
設
の
経
年
劣
化
に
よ

る
維
持
管
理
費
が
増
加
し
て
お
り
、
近
年

は
利
用
者
負
担
の
割
合
は
10
％
と
い
う
こ

と
で
、
半
分
に
低
下
し
て
い
る
状
況
で
す
。

議
員

　
維
持
管
理
費
の
20
％
と
い
う
こ
と
だ
が
、

こ
の
20
％
は
ど
う
い
う
協
議
で
決
定
し
た

の
か
。

環
境
衛
生
課
長

　

こ
の
価
格
に
つ
い
て
は
、
広
域
の
議
会

の
中
で
承
認
を
得
た
価
格
に
な
る
と
思
い

ま
す
が
、
そ
の
当
時
の
議
事
録
に
つ
い
て

確
認
が
で
き
な
い
の
で
こ
の
場
で
返
答
す

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
動
状

況
と
今
後
の
採
用
は

議
員

　
昨
年
２
人
採
用
、
今
年
２
人
採
用
予
定

で
す
が
、
活
動
状
況
と
採
用
状
況
の
説
明

を
。

産
業
創
出
課
長　

　

昨
年
採
用
し
ま
し
た
政
策
企
画
課
所
属

の
２
人
は
、
国
東
市
の
人
口
増
加
、
集
落

の
維
持
、
活
性
化
の
目
的
と
し
て
設
置
を

し
て
お
り
ま
す
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
を
中

心
に
活
動
を
し
て
お
り
ま
す
。
本
年
度
募

集
し
ま
し
た
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
採
用

状
況
を
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。
首
都
圏

か
ら
２
人
の
応
募
が
あ
り
ま
し
て
、
１
次
、

２
次
の
選
考
を
経
て
採
用
を
決
定
し
ま
し

た
。
そ
の
活
動
内
容
は
本
年
度
設
立
し
ま

し
た
地
域
商
社
と
連
携
を
取
り
な
が
ら
、

地
域
の
産
品
や
商
品
取
引
、
商
談
に
つ
い

て
の
現
地
調
査
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

景
観
条
例
の
制
定
を

議
員

　
昨
年
、
世
界
農
業
遺
産
に
登
録
さ
れ
た

が
、
景
観
を
守
る
た
め
の
景
観
条
例
の
制

定
を
し
て
は
。

政
策
企
画
課
長　

　

国
東
市
は
、
平
成
20
年
よ
り
景
観
行
政

団
体
と
な
っ
て
お
り
、
景
観
行
政
団
体
と

な
っ
た
市
町
村
は
、
景
観
計
画
の
策
定
を

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
現
在
ま
で

策
定
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
景
観
計
画
を
定

め
た
場
合
は
、
合
わ
せ
て
、
景
観
条
例
を

制
定
す
る
の
が
一
般
的
と
な
っ
て
お
り
ま

す
の
で
、
策
定
に
向
け
、
早
急
に
、
準
備

を
進
め
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

ごみ集積所のごみ袋
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常
任
委
員
会
レ
ポ
ー
ト

総務

文教
厚生

市新庁舎建設工事・消防本部等建築主体工事　契約締結

建設がいよいよ始まる

高齢者肺炎球菌
ワクチンに増額補正

　

本
委
員
会
に
付
託
さ
れ

た
平
成
26
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
の
審
議
、
特
別

会
計
１
件
財
産
の
無
償
貸

与
の
変
更
お
よ
び
工
事
請

負
契
約
の
締
結
４
件
に
つ

い
て
審
査
し
ま
し
た
。

国
東
市
新
庁
舎
建
設
工
事

と
消
防
本
部
等
建
築
主
体

工
事
を
契
約

　

国
東
市
庁
舎
の
建
設
工

事
は
、
本
体
工
事
、
電
気

設
備
工
事
、
機
械
設
備
工

事
の
３
つ
の
分
野
で
施
工

さ
れ
ま
す
。
平
成
28
年
３

月
末
を
め
ど
に
完
成
の
予

定
で
す
。

市
職
員
採
用
試
験
に
職
場

適
正
試
験
を
追
加

　

国
東
市
の
採
用
一
次
試

験
で
は
、
大
分
県
町
村
会

が
設
置
し
て
い
る
合
同
試

験
協
議
会
へ
委
託
し
て
き

ま
し
た
が
、
本
年
度
か
ら

職
員
適
正
試
験
が
一
次
試

　

本
委
員
会
に
付
託
さ
れ

た
平
成
26
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
ほ
か
８
件
の
議

案
審
査
と
市
民
病
院
介
護

用
ベ
ッ
ド
視
察
を
実
施
し

ま
し
た
。

肺
炎
ワ
ク
チ
ン
の
昨
年
度

接
種
率
は
わ
ず
か
6.8
％

　

今
年
の
10
月
１
日
か
ら

法
改
正
に
よ
り
高
齢
者
肺

炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
が
定
期

接
種
化
さ
れ
、
平
成
26
年

度
か
ら
30
年
度
ま
で
の
間

は
65
歳
か
ら
５
歳
き
ざ
み

で
実
施
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

審
査
の
中
で
対
象
者
へ

の
周
知
に
努
め
接
種
率
の

向
上
を
要
望
し
ま
し
た
。

　

対
象
者
の
個
人
負
担
が
、

５
千
円
か
ら
今
年
は
３
千

円
と
な
り
、
市
報
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
ほ

か
、
サ
ロ
ン
な
ど
の
高
齢

者
が
集
ま
る
会
で
周
知
し

ま
す
。

験
の
中
か
ら
行
わ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

は
個
人
の
積
極
性
、
柔
軟

性
、
共
感
性
を
評
価
す
る

も
の
で
二
次
試
験
の
面
接

な
ど
の
資
料
に
な
り
ま
す
。

七
島
藺
共
同
作
業
所
等
の

貸
付
相
手
が
変
更

　

旧
西
武
蔵
小
学
校
屋
内

運
動
場
お
よ
び
西
武
蔵
幼

稚
園
舎
を
今
ま
で
二
豊
製

畳
有
限
会
社
に
無
償
貸
し

付
け
を
し
て
い
ま
し
た
が
、

今
回
か
ら
く
に
さ
き
七
島

藺
振
興
会
に
変
更
に
な
り

ま
す
。

自
治
区
公
民
館
の
建
設
等

で
４
カ
所
に
補
助
金

　

各
行
政
区
が
管
理
し
て

い
る
自
治
公
民
館
の
修
繕

な
ど
前
年
度
の
要
望
を
取

り
ま
と
め
事
業
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
緊
急
性
と

長
寿
化
を
優
先
し
ま
す

が
、
今
回
４
カ
所
の
修
繕

市
民
病
院
が
「
電
動
ベ
ッ

ド
」
購
入

　

市
民
病
院
は
入
院
患
者

の
平
均
年
齢
が
80
歳
を
超

え
、
転
倒
・
転
落
が
増
え

て
き
て
い
る
た
め
、
安
全

性
の
高
い
機
能
を
搭
載
し

た
電
動
ベ
ッ
ド
を
購
入
し
、

事
故
防
止
対
策
を
強
化
し

ま
す
。

　

委
員
会
で
は
市
民
病
院

で
電
動
ベ
ッ
ド
の
必
要
性

に
つ
い
て
現
地
視
察
を
行

い
ま
し
た
。
電
動
ベ
ッ
ド

の
操
作
に
よ
る
事
故
防
止

の
徹
底
と
古
い
ベ
ッ
ド
の

有
効
利
用
に
つ
い
て
要
望

し
ま
し
た
。

国
東
の
偉
人
伝
を
漫
画
化

　

国
東
地
域
の
偉
人
の
業

績
を
幅
広
い
年
齢
層
に
周

知
す
る
た
め
に
「
ふ
る
さ

と
国
東
の
偉
人
伝
」
を
漫

画
化
し
ま
す
。

　

審
査
の
中
で
画
風
に
よ
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商
品
券
を
増
刷

追
加
で
４
万
枚

　

本
委
員
会
に
付
託
さ
れ

た
一
般
会
計
補
正
予
算
と

特
別
会
計
補
正
予
算
の
審

査
を
し
ま
し
た
。

商
品
券
事
業
補
助
金

　

商
品
券
発
行
に
つ
い
て

の
詳
細
説
明
を
求
め
、
市

内
の
経
済
循
環
を
活
性
化

す
る
た
め
、
１
枚
５
０
０

円
の
商
品
券
を
４
７
５
円

で
購
入
で
き
る
商
品
券
を

４
万
枚
発
行
す
る
説
明
を

（
12
月
か
ら
３
月
予
定
）

し
て
国
東
市
に
ど
の
く
ら

い
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
の

か
と
質
疑
が
あ
り
、
市
へ

の
誘
客
に
つ
な
が
る
と
の

回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

可
動
堰(

せ
き)

補
修
工
事

前
倒
し

　

平
成
27
年
度
に
計
画
し

て
い
た
、
国
東
町
深
江
地

区
の
可
動
堰
補
修
工
事
が
、

災
害
を
考
慮
し
た
農
政
局

や
新
規
就
農
者
の
４
組
に

市
農
業
公
社
が
ハ
ウ
ス
の

リ
ー
ス
を
行
い
ま
す
。

水
産
物
加
工
工
場
建
設
現

場
視
察

　

委
員
会
終
了
後
、
国
東

町
小
原
に
建
設
中
の
水
産

加
工
場
建
設
現
場
を
視
察

し
ま
し
た
。

　

来
春
ま
で
に
は
操
業
開

始
予
定
で
す
。
現
在
職
員

５
人
を
地
元
採
用
し
、
今

後
パ
ー
ト
を
最
大
20
人
採

用
の
計
画
が
あ
り
ま
す
。

受
け
ま
し
た
。

　

あ
か
ね
の
郷
の
温
泉
施

設
の
ボ
イ
ラ
ー
が
経
年
劣

化
に
伴
う
更
新
工
事
を
行

う
こ
と
の
説
明
を
受
け
ま

し
た
。

情
報
発
信
人
材
育
成
事
業

の
効
果
は

　

国
東
市
情
報
発
信
人
材

育
成
事
業
委
託
料
（
緊
急

雇
用
）
に
つ
い
て
、
ラ
ジ

オ
Ｃ
Ｍ
を
県
内
に
発
信

の
提
案
に
よ
り
１
年
前
倒

し
で
本
年
度
に
工
事
を
行

う
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

市
農
業
公
社
の
小
ね
ぎ

の
ハ
ウ
ス
建
設
事
業
に
対

し
て
詳
細
説
明
を
求
め
る

質
疑
あ
り
、
50
ａ
ハ
ウ
ス

を
３
棟
と
70
ａ
ハ
ウ
ス
を

１
棟
建
設
し
、
８
年
間
リ

ー
ス
す
る
と
の
報
告
を
受

け
ま
し
た
。
建
設
さ
れ
た

ハ
ウ
ス
は
小
ね
ぎ
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
フ
ァ
ー
ム
研
修
生

工
事
に
つ
い
て
実
施
し
ま

す
。
地
元
負
担
は
55
％
に

な
っ
て
い
ま
す
。

っ
て
偉
人
の
イ
メ
ー
ジ

が
変
わ
る
の
で
漫
画
家

の
選
定
は
ど
う
す
る
の

か
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
出
版
し
た
絵
を

観
光
面
で
利
用
す
る
こ

と
も
考
慮
し
た
契
約
を

す
る
よ
う
に
要
望
し
ま

し
た
。

産業
建設

工事が進む新庁舎建設現場

市民病院に導入される電動ベッド（上）
を視察する委員（下）

国東町小原に建設中の水産加工場を視察
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平成26年第３回臨時会（平成26年7月25日）

【市長提出議案】全会一致で可決したもの
専決処分の報告について（和解及び損害賠償の額を定めることについて）（２件） �  報　告
工事請負契約の締結について �  原案可決

平成26年第３回定例会（平成26年９月５日～９月30日）

【市長提出議案】全会一致で可決・認定したもの
地方公共団体の財政の健全化に関する法律に基づく健全化判断比率の算定について �  報　告
地方公共団体の財政の健全化に関する法律に基づく資金不足比率の算定について �  報　告
平成25年度国東市一般会計歳入歳出決算の認定について �  認　定
平成25年度国東市住宅新築資金等貸付事業特別会計歳入歳出決算の認定について �  認　定
平成25年度国東市立国東自動車学校特別会計歳入歳出決算の認定について �  認　定
平成25年度国東市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について �  認　定
平成25年度国東市介護保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について �  認　定
平成25年度国東市後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算の認定について �  認　定
平成25年度国東市簡易水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について �  認　定
平成25年度国東市公共下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について �  認　定
平成25年度国東市特定環境保全公共下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について �  認　定
平成25年度国東市農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の認定について �  認　定
平成25年度国東市浄化槽設置事業特別会計歳入歳出決算の認定について �  認　定
平成25年度国東市工業用水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について �  認　定
平成25年度国東市民病院事業特別会計歳入歳出決算の認定について �  認　定
平成26年度国東市一般会計補正予算（第3号） �  原案可決
平成26年度国東市住宅新築資金等貸付事業特別会計補正予算（第1号） �  原案可決
平成26年度国東市立国東自動車学校特別会計補正予算（第1号） �  原案可決
平成26年度国東市国民健康保険事業特別会計補正予算（第1号） �  原案可決
平成26年度国東市介護保険事業特別会計補正予算 �  原案可決
（保険事業勘定第1号　介護サービス事業勘定第1号）
平成26年度国東市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第1号） �  原案可決
平成26年度国東市簡易水道事業特別会計補正予算（第1号） �  原案可決
平成26年度国東市公共下水道事業特別会計補正予算（第1号） �  原案可決
平成26年度国東市特定環境保全公共下水道事業特別会計補正予算（第1号） �  原案可決
平成26年度国東市農業集落排水事業特別会計補正予算（第1号） �  原案可決
平成26年度国東市工業用水道事業特別会計補正予算（第1号） �  原案可決
平成26年度国東市民病院事業特別会計補正予算（第1号） �  原案可決
国東市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の制定について �  原案可決
国東市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の制定について �  原案可決
国東市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の制定について �  原案可決
財産の無償貸付の変更について �  原案可決
工事請負契約の締結について（４件） �  原案可決

議案等議決結果一覧

議案等に対する賛否
平成26年第３回定例会

議案等名

議
決
結
果

後
藤　

貴
志

石
川　

泰
也

宇
都
宮　

郁

瀧
口　

公
明

宮
園　

正
敏

明
石　

和
久

森
　

正
二

吉
田　

眞
津
子

秋
國　

良
二

野
田　

忠
治

元
永　

安
行

堤　

康
二
郎

堀
田　

一
則

唯
有　

幸
明

木
付　

親
次

大
谷　

和
義

丸
小
野　

宣
康

宮
永　

英
次

木
田　

憲
治

馬
場　

將
郎

議員発議 消費税の税率引き上げ決
定に反対する意見書案 否決 ××××××× ○ ××××××××× ○ 欠

○［賛成］　　×［反対］　　欠［欠席］　　－［退席］
※議長は、可否同数のとき又は特別多数議決のとき以外は採決に加わらない為、斜線にしています。

※議案等に対して、「賛成」か「反対」の意見が分かれたもののみの賛否です。
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今
注
目
の
議
員
の
政
務
活
動
費
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
？

　
国
東
市
の
場
合
、
政
務
活
動
費
は
こ
れ
ま
で
制
度
化
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
平
成
26
年
度
よ
り
条
例
が
施
行

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
今
回
は
議
員
の
政

務
活
動
費
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

意
外
と
知
ら
れ
て
い
な
い
議
会
？

特集

議会Q A&
Q1

Q3

Q2

政務活動費とは
どういう目的で設置されたの？

議員にどれくらいの支給があるの？

政務活動費は
議員活動なら何にでも使えるの？

　地方議会を活性化するために、議員の審議能力の強化や調
査活動基盤の充実強化を図っていく手段として設置され、議
員の調査研究その他の活動に対して交付する仕組みになって
います。

　国東市議会では、１人月額15,000円が支給されます。これは議員報酬ではなく調査研究費、
研修費、広報費、広聴費、要請・陳情活動費、会議費、資料作成費など議員活動に要する経費と
して交付されるものです。従って使用しない場合は返還していくことになり、その用途も公表し
ていくことが求められています。
＜大分県18市町村の政務活動費＞

市名
政務活動費

支給方式
年額（円） 月額（円）

大 分 市 100,000 会派

別 府 市 40,000 会派または会派に属さない議員

中 津 市 240,000 会派または会派に属さない議員

日 田 市 240,000 議員

佐 伯 市 200,000 会派または会派に属さない議員

竹 田 市 180,000 議員

豊後高田市 100,000 会派および会派に属さない議員

宇 佐 市 20,000� 会派

杵 築 市 15,000� 会派および会派に属さない議員

国 東 市 15,000 会派および会派に属さない議員

※臼杵市・豊後大野市・由布市・津久見市・日出町・九重町・玖珠町・姫島村では政務活動費の支給はありません。

　政務活動費は、会派または会派に属さない議員に支給され
ます。市政に関する調査研究などに使い、政党活動、後援会
活動、選挙活動には使ってはいけません。
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定期的な検証を行い、継続的な議会改革に取
り組んでいました。特に目を引いたのは、常
任委員会の月例開催や政策研究会制度の取り
組みでした。議員自らが積極的に政策や条例
の提案に向けての調査・研究を行っているな
ど、これから国東市議会が取り組んでいかな
ければならないことを既に実践していて、非
常に参考となるものでした。
　今後、「国東市議会基本条例」の検証や実践
をするにあたって、今回の研修結果を活かし
ていきたいと思います。

議会活性化特別委員会
行 政 視 察 レ ポ ー ト

京都府福知山市議会・亀山市議会 委員長　野田 忠治
７／ 29 ～ 30

　７月 29 日、30 日の２日間で、京都府福知
山市議会、京都府亀岡市議会で「議会基本条
例について」と「政務活動費の使途基準につ
いて」の行政視察を実施しました。両市議会
とも、議会改革度調査において全国でも上位
にランク付けされていて、議会改革の先進地
である市議会です。
　国東市議会は、平成 25年３月定例会で国東
市議会基本条例を制定し１年が経過しました。
基本条例の実行および検証、改正を行ってい
くにあたりその手法等について、また本年５
月より各会派に政務活動費が支給され、その
使途について使途基準を当委員会で作成しま
したが、その検証および今後、実行していく
上での留意点等について説明を受けました。
　両市とも「議会基本条例」を制定しただけ
で終わらず、議会の活性化、開かれた議会づ
くりを目指して、議会基本条例の実行および

多少あるとの回答がありました。さらに問題
とされる児童、生徒についてはごく一部にあ
るとの話もあり、地域の方々、保護者、教員
のさらなる連携を密に早期に対応することが
重要です。
　今後の教育環境をどう捉え、学校統合の問
題を含め、地域と行政が今後の政策、支援を
考えたいと思います。
　最後に中学生のスマートフォンの購入の際
には、保護者の方々にはその内容を理解して
いただき、健全な活用方法を希望したいと思
います。

文教厚生常任委員会
学 校 訪 問 レ ポ ー ト

委員長　明石 和久8 ／ 1・9 ／ 17・9 ／ 26
　日程的に諸般の事情により、８月１日と議
会中の考案日、９月 17 日、26 日の３日間、
市内の幼稚園および小中学校の訪問を行いま
した。
　各学校における施設状況や学習ならびに学
力向上の取り組みを中心に、また今後の取り
組みなどについても質疑をしました。
　各学校とも家庭・地域・学校との連携を図
りながら、また地域の行事に積極的に参加、
地域の学習支援教員の協力などもあり、小中
学校の公開授業の実施や教員同士の互見授業
（互いの授業を見る）の実施、中学校における
学科担当の連絡会などを実施し、また個人の
レベルに応じた学力向上支援もしっかりと行
っています。その結果、昨年度に比べ学力テ
ストは全国・県を上回った成果も見受けられ
ました。今後も学習指導員などを活用し更な
る向上に期待したいと思います。
　また児童、生徒の生活についても尋ねたと
ころ、朝食をしっかり食べて来ない子どもも

議会基本条例の実行により“提案する議会”を目指す

市内11の小学校と４つの中学校を訪問
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人権学習会を実施
　９月30日、大分県人権問題研修講師の
大久保和則さんを招き、「ネット社会の
人権問題」と題して人権学習会を実施し
ました。インターネットを取り巻く人権
問題などの講演後、議員がグループに分
かれワークショップを行い、自分たちの
周りで起こりうる人権侵害について話し
合いました。

今年もご参加ください 議会報告会
　国東市議会は、市民の皆さん
に議会活動を知ってもらい、ま
た市政発展のために市民の皆さ
んと対話しようと、平成23年度
から議会報告会を開催していま
す。これまで、旧４町で１カ所
ずつ開催していましたが、今年
から地区公民館単位で開催する
ことになりました。
　まずは下記の４地区で行いま
す。国東市をより元気に、より
住みやすく発展させるような意
見交換も行いたいと思っています。多くの皆さんの参加をお待ちしています。

◆日時と場所
　平成26年11月26日㈬　南安岐地区公民館

富来地区公民館
11月28日㈮　みんなんかん（国見町伊美地区）
12月 1日㈪　武蔵西地区公民館

　※時間はいずれの会場も午後７時からで１時間半程度を予定しています。

今年で４回目の開催となる議会報告会（写真は平成25年度）

ワークショップでインターネットと
人権侵害について話し合う

初戦の対佐伯市議会
戦で敗退

第67回
県体議員ソフトボール大会

　９月13日、由
布市の湯布院中

学校グラ

ウンドで開催さ
れました。トー

ナメント

で佐伯市議会と
迎えた初戦、初

回に４点

を入れられまし
たが、２回に２

点、３回

に１点を奪い返
しました。とこ

ろが、４

回に４点を返さ
れ、最終的には

７対９で

初戦敗退となりま
した。
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Kunisaki City Parliament Report

国東市議会の
虚礼廃止にご協力を

　年末年始にかけてお歳暮や年賀状を出す機
会が多い季節ですが、議員が答礼として直筆
で出す以外は公職選挙法で禁止されています。
　市民の皆さんのご理解とご協力をお願いい
たします。

お歳暮 年賀状

■
表
紙
写
真
の
説
明

■
発
行
／
大
分
県
国
東
市
議
会

　
　
　
　
大
分
県
国
東
市
安
岐
町
中
園
100

■
編
集
／
広
報
特
別
委
員
会

■
印
刷
／
株
式
会
社
イ
ン
タ
ー
プ
リ
ン
ツ

T
E
L（
0978）72-5196

FA
X（
0978）72-5170

議会の動き
7月

8月

9月

10月

編

集

後

記

　

澄
み
き
っ
た
青
空
が
秋
を
感
じ
る
こ
の

頃
、
も
う
す
っ
か
り
秋
の
香
り
が
す
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
、
食
欲
の
秋
、

読
書
の
秋
、
芸
術
の
秋
、
皆
さ
ん
に
と
っ
て
、

秋
は
ど
ん
な
季
節
で
し
ょ
う
か
。
食
欲
の
秋

と
い
う
フ
レ
ー
ズ
に
負
け
て
し
ま
う
こ
と
も

あ
り
ま
す
が
、
秋
は
気
候
的
に
体
を
動
か
し

や
す
い
季
節
で
す
。

　

ふ
だ
ん
体
を
動
か
す
こ
と
が
少
な
い
自
分

も
小
学
校
の
運
動
会
に
初
参
加
し
、
急
に
が

ん
ば
っ
て
筋
肉
痛
に
な
っ
て
し
ま
い
、
日
ご

ろ
の
運
動
不
足
を
痛
感
す
る
今
日
こ
の
頃
で

す
。

　

し
か
し
今
年
の
夏
は
、
８
月
の
月
間
日
照

時
間
の
最
小
記
録
を
更
新
し
た
り
、
降
水
量

の
最
大
記
録
を
更
新
し
た
り
と
梅
雨
が
長
引

い
た
よ
う
な
変
な
気
候
で
し
た
。
広
島
の
土

石
流
災
害
を
は
じ
め
全
国
各
地
で
災
害
が
発

生
し
ま
し
た
が
、
国
東
市
内
で
は
、
土
石
流

や
大
き
な
災
害
も
発
生
せ
ず
、
大
変
良
か
っ

た
と
思
い
、
日
ご
ろ
の
防
災
対
策
が
重
要
だ

と
認
識
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
第
３
回
定
例
議
会
が
無
事
に
閉
会

を
迎
え
ま
し
た
。

�

広
報
特
別
委
員　
　

後
藤　

貴
志

発
行
責
任
者　

馬　

場　

將　

郎

広
報
委
員
長　

吉　

田　

眞
津
子

〃
副
委
員
長　

宮　

園　

正　

敏

〃　

委　

員　

後　

藤　

貴　

志

〃　

委　

員　

石　

川　

泰　

也

〃　

委　

員　

宇
都
宮　
　
　

郁

〃　
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25日　第３回臨時会
　　　 議会活性化特別委員会
29日～30日
　　　 議会活性化特別委員会行政視察（京都府）
１日　文教厚生常任委員会（学校訪問）
４日　広報特別委員会
26日　総務常任委員会
28日　大分県議会議長との意見交換会（大分市）
29日　議会運営委員会
　　　 議会活性化特別委員会
５日～30日
　　　 第３回定例会
５日　広報特別委員会
17日　文教厚生常任委員会（学校訪問）
18日　総務常任委員会
19日　文教厚生常任委員会
　　　 産業建設常任委員会
24日　決算特別委員会
26日　文教厚生常任委員会（学校訪問）
30日　人権学習会
　　　 広報特別委員会
６日　広報特別委員会
８日～９日
　　　 議会運営委員会行政視察（新潟県）
10日　議会活性化特別委員会
15日～17日
　　　 大分県市議会議長会議長研修（岩手県・福島県）
15日　広報特別委員会
20日　議会活性化特別委員会
　　　 広報特別委員会
　　　 神奈川県川崎市議会会派行政視察来庁
21日　栃木県鹿沼市議会会派行政視察来庁
21日～23日
　　　 産業建設常任委員会行政視察（青森県・岩手県）
22日　全国民間空港所在都市議会協議会臨時総会（山形県）
24日　庁舎建設調査特別委員会
27日　大分県市議会議長会議員研修会（大分市）
27日～29日
　　　 総務常任委員会行政視察（岩手県・宮城県）

　

今
年
の
秋
も
市
内
の
あ
ち
こ
ち
で
運
動
会
・
体
育
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

10
月
４
日
は
安
岐
中
央
小
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
安
岐
中

央
小
学
校
と
安
岐
中
央
幼
稚
園
の
秋
季
大
運
動
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
小
学
生
２
２
０
人
と
幼
稚
園
児
50
人
が
参
加
し
、

「
笑
顔
で
い
っ
ぱ
い
２
７
０
！
み
ん
な
で
協
力
す
る
運
動
会
」

の
大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
競
技
に
汗
を
流

し
ま
し
た
。

　
「
来
年
は
一
年
生
」
の
タ
イ
ト
ル
で
行
わ
れ
た
玉
入
れ

は
、
現
在
の
１
年
生
と
来
年
１
年
生
に
な
る
年
長
組
の
園
児

が
、協
力
し
な
が
ら
一
生
懸
命
玉
入
れ
。「
60
ｍ
ラ
ン
ニ
ン
グ
」

で
は
、
ブ
カ
ブ
カ
の
体
操
服
を
着
た
１
年
生
40
人
が
、
初
め

て
の
運
動
会
で
か
け
っ
こ
し
ま
し
た
。

議会を傍聴しませんか
次回、12月定例会の開催予定は12月上旬です

傍聴を希望される方は、議会事務局までご連絡ください。
当日の受付も行っています。

☎0978-72-5196（直通）


